
三
三

尾
張
の
中
興
期
俳
人
、
加
藤
暁
台
（
一
七
三
二
～
一
七
九
二
）
の
未
紹
介
の
連

句
作
品
を
紹
介
し
、
翻
刻
し
た
い
。

　
　
一
　
暁
台
の
連
句
に
つ
い
て

暁
台
に
は
、
そ
の
一
座
す
る
連
句
を
一
覧
す
る
こ
と
の
で
き
る
全
集
・
資
料
集

等
の
文
献
が
備
わ
っ
て
い
な
い
。
だ
が
、
は
や
く
、
満
田
達
夫
氏
「
蕪
村
と
暁
台

―
そ
の
連
句
作
法
を
め
ぐ
っ
て
」（
連
歌
俳
諧
研
究
66
号
、
昭
和
59
年
1
月
）
に

お
い
て
、
暁
台
の
全
連
句
リ
ス
ト
と
も
い
う
べ
き
一
覧
が
示
さ
れ
て
い
て
貴
重
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
歌
仙
形
式
主
体
で
表
六
句
を
こ
え
る
長
さ
を
持
つ
連
句
を
収
集

し
、
お
も
に
蕪
村
連
句
と
の
比
較
に
お
い
て
初
折
の
月
の
出で

ど
こ
ろ所

と
表
の
述
懐
に
つ

い
て
調
査
す
べ
く
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。『
暮
雨
巷
連
句
集
』（
明
和
後

期
・
写
本
）、『
新
冬
の
日
』（
曽
洛
編
・
文
政
元
年
刊
、
暁
台
真
蹟
模
刻
あ
り
）

等
、
写
本
・
稿
本
系
の
も
の
ま
で
目
配
せ
さ
れ
、
当
時
と
し
て
は
、
か
な
り
網
羅

さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

た
だ
し
、
同
様
に
設
定
さ
れ
た
蕪
村
の
リ
ス
ト
が
、
そ
の
後
の
『
蕪
村
全
集
』

連
句
篇
の
完
成
に
よ
っ
て
、
い
く
ら
か
補
わ
れ
た
よ
う
に（

１
）、

暁
台
の
連
句
リ
ス
ト

も
三
十
年
の
時
を
経
て
、
数
点
の
連
句
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

満
田
氏
の
基
準
に
そ
っ
て
考
え
た
と
き
、
そ
の
リ
ス
ト
に
の
る
九
十
九
巻
に
、
つ

ぎ
の
巻
を
加
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ほ
ぼ
年
代
順
に
並
べ
て
み
よ
う
。

○
『〔
月
次
俳
諧
〕
明
和
八
―
九
年
』（
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
所
蔵
、

 

逸
漁
文
庫
俳
諧
資
料
集
わ
九
九
四
・
五
〇
・
三
・
五
）

　
　
・「
郭
公
」
の
巻
　
十
四
句
　（
明
和
八
年
）
①

○
『「〔
月
次
俳
諧
〕
松　

明
和
九
十
―
安
永
六
年
』

 

（
逸
漁
文
庫
俳
諧
資
料
集
わ
九
九
四
・
五
〇
・
三
・
六
）

　
　
・「
ほ
と
ゝ
き
す
」
の
巻	

半
歌
仙	

（
安
永
三
年
）
②

　
　
・「
牡
丹
散
て
」
の
巻	

歌
仙	

（
安
永
三
年
）
③

　
　
・「
け
ふ
の
菖
」
の
巻	

半
歌
仙	

（
安
永
三
年
）
④

　
　
・「
物
さ
ら
に
」
の
巻	

五
十
韻	

（
安
永
三
年
）
⑤

　
　
・「
日
盛
り
や
」
の
巻	

歌
仙	

（
安
永
三
年
）
⑥

○
『〔
月
次
俳
諧
〕
竹　

安
永
七
―
安
永
九
年
』

 

（
逸
漁
文
庫
俳
諧
資
料
集
わ
九
九
四
・
五
〇
・
三
・
七
）

　
　
・「
朝
熊
や
」
の
巻	

半
歌
仙	

（
安
永
八
年
）
⑦

○
『〔
月
次
俳
諧
〕
梅　

安
永
十
―
天
明
二
年
』

 

（
逸
漁
文
庫
俳
諧
資
料
集
わ
九
九
四
・
五
〇
・
三
・
八
）

　
　
・「
遠
山
や
」
の
巻	

半
歌
仙	

（
天
明
元
年
）
⑧

○
「
暁
台
・
白
雄
ら
俳
諧
歌
仙
」（
仮
題
）（
名
古
屋
市
博
物
館
蔵
）

暁
台
連
句
資
料
の
補
遺
と
考
察

寺　

島　
　
　

徹
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三
四

　
　

・「
あ
は
れ
野
や
」
の
巻 

歌
仙 

（
安
永
一
○
年
）

○
『
風
羅
念
仏 

東
武
之
巻
』

　
　

・「
あ
ま
の
家
は
」
の
巻　

歌
仙　

(

天
明
二
年
）

　
　

・「
も
の
い
へ
は
」
の
巻　

歌
仙　

(

天
明
二
年
）

　
　

・「
い
か
め
し
き
」
の
巻　

歌
仙　

(

天
明
二
年
）

    

・「
や
ま
さ
と
は
」
の
巻　

歌
仙　

(

天
明
二
年
）

○
『
書
留
五
』（
逸
漁
文
庫
俳
諧
資
料
集　

わ
九
九
四
・
五
〇
・
五
・
一
）

　
　
・「
聞
し
る
や
」
の
巻
　
歌
仙
　
　（
天
明
三
年
）
⑨

○
『
樗
堂
俳
諧
集
』（
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
蔵
写
本
）

　
　

・「
声
く
ら
し
」
の
巻　

歌
仙
（
天
明
七
年
）

　
　

・「
袖
に
見
む
」
の
巻　

歌
仙
（
天
明
七
年
）

○
「
暁
台
維
駒
俳
諧
歌
仙
」（
仮
題
）（
佐
々
木
桂
雨
旧
蔵
）

　
　
・「
日
頃
に
く
き
」
の
巻
　
歌
仙
（
安
永
期
以
降
）
⑩

○
「
羅
城
俳
諧
書
留
」（
仮
題
）（
架
蔵
）

　
　
・「
冬
枯
の
」
巻
　
歌
仙
（
天
明
期
～
寛
政
三
年
）
⑪

○
『
椎
柴
集
』（
潁
原
文
庫
蔵
、
年
代
不
詳
）

　
　

・「
菜
の
花
や
」
の
巻　

歌
仙
（
安
永
期
か
）

本
稿
で
は
、
こ
の
う
ち
、
先
行
文
献
に
お
い
て
未
翻
刻
で
あ
る
太
字
に
し
た
逸

漁
関
係
の
連
句
資
料
（
④
の
五
十
韻
含
む
）
お
よ
び
⑩
「
日
頃
に
く
き
」
巻
、
⑪

「
冬
枯
の
」
巻
に
つ
い
て
、
翻
刻
紹
介
し
た
い
と
思
う
。

翻
刻
す
る
前
に
、
こ
れ
ら
の
作
品
の
背
景
と
特
徴
に
つ
い
て
簡
単
に
記
し
て
お

き
た
い
。
逸
漁
文
庫
俳
諧
資
料
集
（
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
蔵
・
わ
九
九
四
・
五

〇
）
の
写
本
資
料
は
、
明
和
末
に
は
じ
ま
り
、
安
永
期
に
隆
盛
を
む
か
え
る
、
尾

張
暮
雨
巷
の
暁
台
一
門
と
南
勢
川
崎
の
逸
漁
一
派
の
興
隆
を
如
実
に
示
す
も
の
で

あ
る
。
拙
稿
「
安
永
期
の
暁
台
と
伊
勢
俳
壇
―
逸
漁
・
樗
良
と
の
関
係
を
中
心

に
」（
国
語
研
究
10
号
、
平
成
14
年
３
月
）
で
も
述
べ
た
が
、
と
く
に
、
安
永
三

年
の
連
句
交
流
は
、
蕪
村
と
暁
台
の
上
方
に
お
け
る
初
交
流
の
裏
側
で
行
わ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
流
派
の
比
較
検
討
に
お
い
て
資
料
的
価
値
が
高
い
も
の
で
あ
る
。

「
あ
は
れ
野
や
」
巻
は
、
暁
台
、
以
南
、
白
雄
、
重
厚
、
北
鳥
ら
が
一
座
す
る

新
出
の
句
幅
（
暁
台
自
筆
）。
拙
稿
「
加
藤
暁
台
の
書
簡
と
連
句
評
点
に
つ
い
て
」

（
連
歌
俳
諧
研
究
122
号
、
平
成
24
年
3
月
）
に
紹
介
し
た（

２
）。

『
風
羅
念
仏　

東
武
之
巻
』（
天
明
二
年
）
は
、
暁
台
が
芭
蕉
百
回
忌
取
越
追
善

の
た
め
の
奉
財
に
回
っ
た
お
り
の
二
十
九
巻
に
お
よ
ぶ
大
部
の
芭
蕉
脇
起
し
歌
仙

の
資
料
で
あ
る
が
、
こ
の
四
巻
の
み
満
田
氏
の
リ
ス
ト
か
ら
漏
れ
て
い
る（

３
）。

『
樗
堂
俳
諧
集
』（
天
理
綿
屋
文
庫
蔵
）
所
収
の
連
句
二
巻
は
、
暁
台
の
伊
予

の
弟
子
、
栗
田
樗
堂
（
蘭
芝
）
と
の
交
流
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
。
蘭
芝
と
は
天
明

七
年
の
俳
書
『
つ
ま
じ
る
し
』
の
交
流
が
知
ら
れ
て
い
る
が
、『
樗
堂
俳
諧
集
』

（
自
筆
本
）
で
は
、『
つ
ま
じ
る
し
』
未
所
収
の
歌
仙
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
は
や
く
地
史
に
翻
刻
さ
れ
な
が
ら
、
地
方
資
料
と
し
て
暁
台
研
究
に
お
い
て

看
過
さ
れ
て
き
た（

４
）。

「
日
頃
に
く
き
」
巻
は
、
蕪
村
の
弟
子
、
黒
柳
維
駒
と
暁
台
に
よ
る
、
芭
蕉
脇

起
し
歌
仙
で
あ
る
。
性
質
は
、
一
連
の
『
風
羅
念
仏　

東
武
之
巻
』
に
近
い
も
の

で
あ
る
。
九
十
回
忌
取
越
追
善
事
業
（
天
明
三
年
）
前
後
に
巻
か
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
か
。
書
写
資
料
で
、
筆
蹟
は
暁
台
の
も
の
に
似
る（

５
）。

蕪
村
の
夜
半
亭
系
の
主

要
俳
人
と
の
芭
蕉
脇
起
し
歌
仙
は
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
。

「
冬
枯
の
」
巻
は
、
架
蔵
巻
子
一
巻
に
あ
る
尾
張
門
弟
と
の
歌
仙
。
資
料
の
概

要
を
示
し
て
お
こ
う
。

桂
五
・
羅
城
・
大
阜
・
蘭
水
・
五
雄
・
葛
井
、
松
兄
・
士
朗
ら
に
お
け
る
連
句

一
巡
十
二
句
「
鶯
よ
」
巻
、
羅
城
・
大
魯
両
吟
歌
仙
「
吾
門
は
」
巻
、
羅
城
・
士

朗
・
周
挙
（
暁
台
）・
松
人
・
閭
毛
・
岱
青
・
紀
鳳
・
岳
輅
ら
八
吟
歌
仙
「
冬
枯

の
」
巻
（
翻
刻
⑪
）。
発
句
評
点
（
伊
道
点
。
題
「
芒
」「
鹿
」、
稲
城
・
士
朗
・

羅
城
・
岱
青
・
古
仏
・
入
素
・
紀
鳳
ら
）、
羅
城
ら
宛
士
朗
書
簡
三
通
（
八
日
付
、

六
月
六
日
付
、
十
一
月
十
六
日
付
）
で
あ
る
（
縦
一
六
・
五
糎
×
横
六
六
〇
・
二
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三
五

糎
。
料
紙
の
貼
り
継
ぎ
）。
暁
台
門
の
羅
城
、
士
朗
を
中
心
と
し
た
巻
子
資
料
で

あ
り
、
巻
末
書
簡
が
羅
城
宛
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
羅
城
の
も
と
に
残
さ
れ
た
資

料
が
一
巻
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
羅
城
・
大
魯
の
両
吟
に
は
、

「
辛
酉
（
享
和
元
年
）
霜
月
十
日
於
大
魯
亭
興
行
」
と
あ
り
、
巻
子
全
体
の
成
立

は
そ
の
こ
ろ
か
。
暁
台
一
座
の
歌
仙
（
寸
法
、
縦
一
六
・
五
糎
×
横
七
八
・
二

糎
）
は
、
暁
台
の
筆
蹟
で
は
な
い
（
図
参
照
）。
一
座
す
る
名
古
屋
俳
人
松
人
が
、

『
風
羅
念
仏
東
武
之
巻
』（
天
明
二
年
）、『
留
守
懐
紙
』（
天
明
二
年
）
以
降
に
暮

雨
巷
門
に
加
わ
る
俳
人
で
あ
る
こ
と
、「
周
挙
」
号
（
安
永
中
頃
か
ら
使
用
）
を

用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
歌
仙
の
年
代
は
天
明
二
年
以
降
寛
政
三
年
ま
で
に
か
け

て
の
も
の
と
推
測
さ
れ
る（

６
）。

『
椎
柴
集
』（
左
橘
）
は
、
潁
原
文
庫
の
み
に
所
蔵
さ
れ
る
孤
本
の
俳
書
で
あ

る（
７
）。「

菜
の
花
や
」
巻
は
、
暁
台
・
左
橘
・
五
周
の
三
吟
。
左
橘
は
、
雑
俳
点
者

と
し
て
著
名
な
大
坂
俳
人
、
荷
旃
斎
左
橘
で
あ
ろ
う
か
。
五
周
は
、『
秋
の
日
』

（
明
和
九
）
か
ら
、『
落
梅
花
』（
寛
政
五
）
ま
で
入
集
す
る
暁
台
の
高
弟
で
あ
る（

８
）。

成
立
は
安
永
後
期
以
降
か
。

さ
て
、
満
田
氏
は
、
先
述
の
論
考
で
、
暁
台
が
初
折
の
月
の
出
所
を
七
句
目
に

お
く
場
合
が
多
い
こ
と
、
表
の
述
懐
句
を
忌
避
す
る
こ
と
を
分
析
し
、
美
濃
派
な

ど
の
地
方
系
蕉
門
に
独
特
の
傾
向
で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
今
回
の
連
句
の

場
合
を
こ
の
よ
う
な
式
目
の
観
点
か
ら
み
て
み
よ
う
。
初
裏
の
月
の
出
所
は
、
や

は
り
七
句
目
が
基
本
で
あ
り
、
逸
漁
一
派
と
暁
台
が
同
座
す
る
歌
仙
型
資
料
七
巻

の
う
ち
四
巻
で
七
句
目
に
月
が
出
る
。
と
く
に
安
永
三
年
の
交
流
で
は
、
四
巻
中

三
巻
で
守
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
同
時
期
に
行
わ
れ
た
蕪
村
一
派
と
の
交
流
と
同

じ
傾
向
を
示
し
て
い
る
（
逸
漁
一
派
以
外
の
⑩
⑪
の
二
巻
で
も
七
句
目
に
月
を
出

し
て
い
る
）。
表
六
句
に
お
け
る
目
立
っ
た
述
懐
も
と
く
に
み
ら
れ
ず
、
暁
台
を

中
心
と
し
た
歌
仙
が
基
本
的
に
式
目
を
遵
守
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
（
た
だ
し
、
⑩
「
日
頃
に
く
き
」
の
巻
で
、
表
に
「
命
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て

い
る
の
は
、
注
意
を
要
す
る
）。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
傾
向
を
都
市
系
に
対
す
る

地
方
系
蕉
門
の
特
徴
と
し
て
単
純
に
モ
デ
ル
化
す
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。
今

後
、
式
目
全
体
に
わ
た
っ
て
精
査
が
必
要
で
あ
り
、
同
じ
く
逸
漁
一
派
と
盛
ん
に

交
流
し
た
地
方
系
蕉
門
の
樗
良
と
の
比
較
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
翻
刻
に
あ
た
り
、
句
の
清
濁
に
つ
い
て
は
原
典
を
尊
重
す
る
。
前
書
に

お
い
て
は
、
句
読
点
を
適
宜
補
っ
た
。
仮
名
遣
い
は
原
典
の
ま
ま
と
し
、
旧
字
体

は
新
字
体
に
改
め
、
異
体
字
は
基
本
的
に
現
行
の
字
体
に
改
め
た
。
改
行
・
改
丁

は
」
で
示
す
。

　（
注
）

１　

蕪
村
全
集
で
は
、
六
点
ほ
ど
補
わ
れ
て
い
る
。

２　

そ
の
後
、
矢
羽
勝
幸
氏
「
俳
人
加
舎
白
雄
の
新
出
作
品
」（
須
高
76
、
平
成
25
年
4

月
）
に
全
文
翻
刻
さ
れ
る
。

３　

服
部
徳
次
郎
氏
『
暮
雨
巷
集
』『
続
暮
雨
巷
集
』（
私
家
版
）
に
翻
刻
が
み
ら
れ
る
。

な
お
、『
新
幽
蘭
集
』（
文
化
十
三
年
序
、
曽
洛
編
）
に
、『
風
羅
念
仏
』
関
係
の
連
句

で
、「
東
武
篇
」「
法
会
の
巻
」
と
重
な
ら
な
い
巻
が
多
く
収
載
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の

リ
ス
ト
に
あ
げ
て
い
な
い
芭
蕉
の
脇
起
こ
し
連
句
が
多
数
み
ら
れ
る
が
、
紹
介
・
分
析

等
は
、
ま
た
の
機
会
に
譲
り
た
い
。

４　
『
松
山
市
史
』（
近
世
篇
）、『
愛
媛
県
史
』（
第
四
章
近
世
）
に
、『
樗
堂
俳
諧
集
』
全

体
の
翻
刻
が
な
さ
れ
て
い
る
。

５　
「
佐
々
木
桂
雨
氏
蔵
」
と
印
字
さ
れ
る
葉
書
（
第
十
回
朱
樹
会
出
品
）
の
写
真
（
影

印
）
に
よ
る
（
葉
書
欄
外
に
「
暁
台
維
駒
俳
諧
歌
仙
」
と
印
が
付
さ
れ
る
）。
な
お
、
架

蔵
の
一
軸
に
暁
台
自
筆
と
お
ぼ
し
き
暁
台
独
吟
の
脇
起
し
歌
仙
（「
寝
ご
こ
ろ
や
」
の

巻
）
が
あ
り
、
筆
蹟
も
酷
似
す
る
。
こ
の
脇
起
し
歌
仙
の
紹
介
に
つ
い
て
は
別
稿
を
期

し
た
い
。

６　

逸
漁
文
庫
俳
諧
資
料
集
の
『〔
月
次
俳
諧
〕
梅　

安
永
十-

天
明
二
年
』（3-8

）
に
お
け

る
天
明
元
年
の
条
（
本
稿
翻
刻
資
料
⑧
）
に
「
暁
子
一
名
周
挙
」
と
あ
る
。

７　
『
椎
柴
集
』
は
、
服
部
徳
次
郎
氏
『
続
暮
雨
巷
集
』（
私
家
版
）
に
す
で
に
翻
刻
紹
介
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三
六

さ
れ
る
た
め
本
稿
で
は
翻
刻
し
な
い
。
な
お
、
俳
書
の
成
立
は
享
和
三
年
以
降
で
あ
る
。

８　
『
常
夏
草
』（
碩
水
編
、
弘
化
四
年
）
に
、
七
十
一
歳
の
左
橘
と
い
う
尾
張
系
の
俳
人

が
み
え
る
が
、
安
永
期
中
頃
の
生
ま
れ
に
な
る
の
で
別
人
で
あ
ろ
う
。

　
　
二
　
翻
刻

①
「
郭
公
」
の
巻　

十
四
句　
（
明
和
八
年
）（
わ
九
九
四
・
五
〇
・
三
・
五
）

　
　
　
　

四
月
六
日
夜
会

　

郭
公
野
山
を
も
の
に
た
ハ
む
れ
す 

暁
台

　
　

有
明
に
け
り
夏
の
夜
の
月 

逸
漁

　

つ
た
な
く
も
心
の
ま
ゝ
に
交
ら
ひ
て 

楚
竹

　
　

ふ
く
へ
ひ
と
つ
に
こ
と
の
か
け
さ
る 

南
河

　

襟
垢
の
い
く
代
経
ぬ
ら
ん
皮
羽
織 

逸 

」

　
　

御
幸
道
と
て
今
に
畑
中 

台

　

か
け
ろ
ふ
に
動
く
や
う
な
る
石
地
蔵 

河

　
　

浮
れ
初
た
る
き
さ
ら
き
の
す
ゑ 

竹

　

や
ふ
入
に
祖
父
か
恋
を
う
ら
問
ハ
れ 

台

　
　

咄
の
残
る
溝
の
か
け
は
し 

逸

　

大
根
に
巣
の
通
り
た
る
う
る
ふ
月 

竹

　
　

頼
母
子
の
金
分
る
志
賀
寺 

河

　

村
雨
に
濡
る
か
て
ん
の
身
こ
し
ら
へ 

逸

　
　

ま
す
ほ
の
論
に
夜
ハ
更
に
け
り 

河

　
　
　
　
　
　
　

此
す
ゑ
深
更
に
て
止
ム 

 

」

②
「
ほ
と
ゝ
ぎ
す
」
の
巻　

半
歌
仙
（
安
永
三
年
）（
わ
九
九
四
・
五
〇
・
三
・
六
）

　
　
　

四
月
廿
七
日
暁
台
子
丈
芝
老
入
来
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三
七

　
　
　
　

同
廿
八
日
支
朗
都
貢
両
子
入
来
有

　
　
　
　

宝
珠
院
に
て
興
行

　

ほ
と
ゝ
き
す
さ
れ
ハ
朝
熊
を
軒
の
山 

支
朗

　
　

川
に
水
な
く
明
る
短
夜 

逸
漁

　

あ
ら
き
布
一
わ
か
ね
つ
ゝ
負
連
て 

都
貢

　
　

今
の
国
司
の
結
講マ

マ

を
い
ふ 

丈
芝

　

澄
き
つ
て
二
百
十
日
に
残
る
月 

南
河 

」

　
　

む
く
ら
の
鶉
啼
て
立
行 

滄
洲

　

秋
の
旅
命
の
た
め
に
乞
食
せ
む 

只
浩

　
　

見
た
し
聞
た
し
南
朝
の
す
ゑ 

暁
台

　

苔
生
る
一
木
の
松
の
枝
陰
に 

洒
高

　
　

顔
に
扇
の
昼
寐
す
る
也 
楚
竹

　

椽
先
へ
無
絃
の
琴
も
投
遣
り
て 
南
河

　
　

鱗ヒ
レ

を
う
こ
か
す
肴
買
ぬ
る 
支
朗

　

暮
の
月
貝
を
吹
出
す
泊
り
ふ
ね 

只
浩

　
　

踊
く
つ
れ
て
雨
に
な
る
空 

逸
漁

　

嵯
峨
の
秋
材
木
町
ハ
人
通
り 

丈
芝 

 

」

　
　

價
も
と
ら
す
虫
歯
呪
ふ 

滄
洲

　

告
こ
よ
と
花
の
名
残
を
契
り
置 

暁
台

　
　

霞
に
聞
ゆ
夕
く
れ
の
鐘 

楚
竹

　
　
　
　
　
　

未
満
し
て
止

③
「
牡
丹
散
て
」
の
巻　

歌
仙  

（
安
永
三
年
）（
わ
九
九
四
・
五
〇
・
三
・
六
）

　
　
　

五
月
二
日
南
河
亭
興
行

　
　
　
　

一
盆瓶

花
一
盆
鮮
肉
対
す
る
ハ
何

　

牡
丹
散
て
松
魚
に
な
か
む
華
も
な
し 

暁
台

　
　

塵
は
ら
ひ
得
ぬ
麦
秋
の
宿 

南
河

　

伝
え
持
后
に
古
體
の
文
字
あ
り
て 

丈
芝

　
　

銭
十
貫
の
褒
美
い
た
ゝ
く 

滄
洲

　

朝
の
月
鰯
引
さ
く
鱠
の
実 

逸
漁

　
　

新
綿
積
て
舟
出
す
る
な
り 

真
魯

　

気
味
よ
け
に
洗
濯
袷
着
か
へ
け
り 

楚
竹

　
　

加
茂
は
め
つ
た
に
よ
所
の
火
を
忌 

暁
台 

」

　

祝
ひ
事
正
五
九
月
を
重
に
し
て 

滄
洲

　
　

い
よ

く
つ
の
る
祖
父
の
片
意
地 

南
河

　

乙
娘
な
く

く
尼
に
剃
こ
ほ
ち 

逸
漁

　
　

兵
乱
止
ミ
て
世
の
静
さ
よ 

真
魯

　

月
冴
る
霜
夜
そ
筏
下
す
ら
む 

滄
洲

　
　

枯
野
に
啼
て
も
の
す
こ
き
鹿 

丈
芝

　

捨
し
世
に
詠
し
恋
夜
の
う
と
ま
し
や 

南
河 

」

　
　

隼
人
と
呼
は
ふ
輿
の
上
臈 

逸
漁

　

夜
す
か
ら
を
桜
の
陰
の
遠
か

笧ゝ

り 

暁
台

　
　

水
音
高
き
春
雨
の
後 

南
河 

」

　

つ
と
め
む
と
庵
鎖
せ
る
行
基
の
日 

丈
芝

　
　

持
病
の
癪
の
と
く
と
お
さ
ま
る 

真
魯

　

気
立
よ
き
阿
波
の
旅
人
つ
れ
立
て 

滄
洲

　
　

宇
都
の
山
辺
の
い
ち
ごマ

マ

と
る
也 

逸
漁

　

白
雨
の
降
そ
こ
な
ひ
て
一
い
き
れ 

南
河

　
　

汐
の
干
き
り
て
あ
ぐマ

マ

ミ
居
る
舩 

楚
竹

　

し
ら
れ
し
と
た
ハ
め
ハ
衣
を
引
か
つ
き 

暁
台

　
　

薬
買
ふ
夜
の
月
ハ
つ
れ
な
き 

丈
芝

　

何
某
の
家
に
も
見
ゆ
る
秋
の
つ
ゆ 

逸
漁

　
　

こ
ゝ
ろ
は
か
り
そ
け
ふ
の
絵
行ホ

カ
イ器 

暁
台 

」

　

百
ち
か
き
僧
ま
め
や
か
に
も
の
語 

丈
芝
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三
八

　
　

雪
垣
た
ハ
む
音
す
さ
ま
し
き 

南
河

　

伊
勢
講
の
間
に
合
か
ね
る
酒
の
味 

楚
竹

　
　

親
の
異
見
の
諸
事
に
利
也 

逸
漁

　

成
長
手
た
す
け
を
す
る
男
の
子 

真
魯

　
　

庚
申
う
ら
の
畠
三
反 

暁
台

　

雨
の
夜
の
花
に
狐
や
狂
ふ
ら
ん 

滄
洲

　
　

東
風
も
ま
し
ら
ぬ
鐘
し
つ
か
な
る  

丈
芝

④
「
け
ふ
の
菖
」
の
巻　

半
歌
仙　
（
安
永
三
年
）（
わ
九
九
四
・
五
〇
・
三
・
六
）

　
　
　

五
日
楚
竹
亭
興
行

　
　
　
　

端
午
の
夜
宴
ハ
楚
竹
の
亭
に
」
催
さ
れ
て

　

け
ふ
の
菖
風
お
も
む
ろ
に
香
を
酌
む 
暁
台

　
　

い
ふ
せ
と
も
蚊
の
去
リ
か
ぬ
る
暮 
楚
竹

　

い
つ
し
か
に
野
面
ハ
あ
き
の
露
置
て 
逸
漁

　
　

川
辺
の
柳
半
散
け
り 

南
河

　

つ
れ

く
と
鵜
匠
彳
月
の
空 

丈
芝

　
　

落
せ
し
笛
を
尋
ね
廻
り
ぬ 

滄
洲

　

つ
か
の
間
に
契
し
恋
の
わ
す
ら
れ
す 

真
魯

　
　

君
か
涙
か
雨
の
降
出
し 

只
浩 

」

　

か
な
川
の
台
に
一
夜
の
や
と
り
せ
む 

丈
芝

　
　

我
に
ひ
と
し
き
盤
圭
の
弟
子 

暁
台

　

敵
な
か
ら
恥
有
け
ふ
の
軍
立 

逸
漁

　
　

雰
晴
わ
た
る
し
の
ゝ
め
の
空 

南
河

　

残
る
月
あ
れ
た
る
庵
に
鴫
の
来
て 

只
浩

　
　

剃
て
の
後
の
や
ゝ
寒
き
事 

楚
竹

　

一
盃
の
酒
に
齢
も
延
ぬ
へ
し 

南
河

　
　

馬
で
越
ス
川
牛
て
越
ス
坂 

滄
洲

　

花
の
雲
鄙
も
都
も
古
郷
も 

真
魯

　
　

夜
番
止
ぬ
る
如
月
の
す
ゑ 

逸
漁 

」

　
　
　
　

未
満
止

⑤
「
物
さ
ら
に
」
の
巻　

五
十
韻
（
安
永
三
年
）（
わ
九
九
四
・
五
〇
・
三
・
六
）

　
　
　

五
月
六
日
丈
芝
老
餞
別
越
坂
神
護
寺
興
行

　
　
　
　

た
よ
り
嬉
し
き
と
よ
め
り
け
る
」
伊
勢
の
人
〳
〵
に
別
る
ゝ
と
て

　

物
さ
ら
に
言
ハ
て
指
す
花
柑
子 

丈
芝

　
　

お
も
ひ
出
ら
め
か
つ
ミ
葺
軒 

南
河

　

酒
の
な
き
雨
の
一
夜
を
た
て
か
ね
て 

滄
洲

　
　

と
り
に
遣
り
た
る
琵
琶
も
戻
ら
す 

逸
漁

　

下
さ
ま
の
詞
つ
か
ひ
の
拙
さ
よ 

楚
竹

　
　

道
ふ
ミ
迷
ふ
山
の
入
口 

真
魯

　

月
高
く
明
て
し
き
り
に
秋
の
声 

暁
台

　
　

わ
た
り
初
て
い
ろ

く
の
鳥 

司
木

　

菊
の
花
咲
か
ゝ
り
た
る
嬉
し
さ
に 

只
浩

　
　

畳
屋
ふ
た
り
呼
に
遣
り
け
り 

暁
台 

」

　

聟
と
の
ゝ
田
舎

く
と
こ
ほ
さ
る
ゝ 

南
河

　
　

聞
わ
か
ち
得
ぬ
文
の
方
言 

楚
竹

　

陰
謀
の
あ
ら
ハ
れ
口
に
退
い
て 

真
魯

　
　

石
に
秘ヒ

メ

を
く
守
観
音 

暁
台

　

百
日
の
旱
に
朧
の
水
た
へ
す 

南
河

　
　

風
し
は
し
ゝ
て
峨
眉
山
の
月 

逸
漁

　

身
ハ
露
と
捕
ハ
れ
の
身
の
馬
に
乗 

滄
洲

　
　

早ワ

セ

タ

稲
田
の
鶴
も
子
に
や
啼
ら
む  

暁
台

　

去
年
こ
と
し
隠
居
に
家
督
分
て
退
キ 

真
魯
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三
九

　
　

廿
あ
ま
り
の
霞
春
め
く 

南
河

　

花
の
下
君
か
来
る
間
を
立
つ
く
し 

只
浩

　
　

根
太
の
膿
の
出
て
助
か
る 

滄
洲 

」

　

面
壁
を
十
日
餘
り
に
倦
果
て 

南
河

　
　

見
捨
て
過
る
古
郷
の
山 

滄
洲

　

神
鳴
の
跡
に
一
声
ほ
と
ゝ
き
す 

南
河

　
　

し
の
ひ
あ
ふ
夜
の
障
子
も
る
影 

滄
洲

　

恋
な
れ
や
老
ゆ
く
年
に
恥
も
せ
て 

司
木

　
　

あ
ら
れ
は
ら

く
篠
の
中
道 

暁
台    

　

山
伏
の
人
を
勾
引
す
冬
の
暮 

只
浩

　
　

鎖
す
用
意
の
火
を
と
ほ
す
也 

真
魯          

　

羯
鼓
う
つ
朝
妻
舩
を
流
し
け
り 
暁
台

　
　

時
の
た
ハ
れ
に
取
か
ハ
す
袖 
逸
漁

　

絹
売
の
頃
日
雨
に
と
め
ら
れ
て 
只
浩

　
　

月
見
の
客
の
調
斎
を
す
る 

南
河

　

鶏
頭
花に

夕
日
ま
は
ゆ
く
落
か
ゝ
り 

真
魯 
」

　
　

野
分
の
あ
と
の
屋
根
を
し
つ
ら
ふ 

逸
漁

　

玉
眼
の
一
ツ
ぬ
け
た
る
焔
魔
王 

暁
台

　
　

我
身
な
か
ら
も
あ
さ
ま
し
う
寝
る 

丈
芝

　

敵
に
も
逢
て
此
世
に
な
か
ら
へ
て 

真
魯

　
　

二
百
目
は
か
り
払
ひ
有
際 

滄
洲

　

節
季
候
に
交
り
て
躍
る
酔
機
嫌 

南
河

　
　

う
し
や
卵
を
と
り
落
し
割 

滄
洲

　

尊
ふ
と
け
に
見
ゆ
る
法
師
の
齢
の
程 

逸
漁

　
　

暮
に
及
ひ
て
渡
し
舟
呼 

滄
洲

　

月
の
秋
鵜
殿
あ
た
り
の
芦
を
伐 

暁
台

　
　

折
か
ら
し
を
り
萩
う
た
ひ
行 

南
河

　

叫
ふ
鵙
何
に
恐
れ
し
声
な
る
そ 

丈
芝

　
　

垣
も
崩
し
て
ほ
つ

く
と
焚 

暁
台 

」

　

来
る
年
の
花
に
年
波
を
な
か
め
け
る 

逸
漁

　
　

東
風
吹
朝
を
ま
つ
や
便
リ
と 

滄
洲

⑥
「
日
盛
り
や
」
の
巻　
　

歌
仙  (

安
永
三
年)

（
わ
九
九
四
・
五
〇
・
三
・
六
）

（
１
）

　
　
　

五
月
八
日
予
宅
に
て
興
行　

予
ハ
さ
は
り
有
て
他
出

　

日
盛
り
や
若
葉
か
中
の
鳩
の
声 

南
河

　
　

舟
さ
し
よ
け
る
岸
の
麦
糠 

暁
台 

」

　

髪
さ
へ
も
結
ハ
ぬ
童
の
さ
か
し
く
て 

真
魯

　
　

と
ほ
し
の
陰
に
夜
具
ま
く
り
を
く 

丈
芝

　

月
の
朝
旅
商
ひ
の
荷
を
仕
わ
け 

滄
洲

　
　

城
の
太
鼓
のに

踊
崩
る
ゝ 

南
河

　

露
の
色
浅
く
少
し
の
草
の
原 

暁
台

　
　

記
念
の
き
ぬ
を
取
出
し
見
る 

魯

　

心
な
う
啼
や
初
瀬
の
ほ
と
ゝ
き
す 

河

　
　

杉
の
木
立
の
す
ん

く
と
し
て 

魯

　

し
の
ゝ
め
に
起
て
水
汲
老
の
業 

洲

　
　

意
地
に
募
り
し
目
も
と
怖
し 

台

　

勝
公
事
の
畠
の
境
に
縄
を
張 

只
浩

　
　

妙
義
参
り
の
連
に
お
く
る
ゝ 

洲

　

あ
ま
た
有
中
に
乙
子
の
愛
深
く 

魯 

」

　
　

管
弦
は
し
ま
る
春
の
夜
の
月 

河

　

蛙
鳴
て
花
も
凋
め
る
風
情
あ
り 

芝

　
　

ふ
た
つ
に
成
り
つ
三
つ
に
成
蝶 

魯

　

則
清
の
昔
ゆ
か
し
き
恋
こ
ゝ
ろ 

洲

　
　

お
も
ひ
捨
て
も
輪
廻
さ
た
な
き 

台
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四
〇

　

寐
も
や
ら
て
夜
ハ
し
ら

く
と
明
る
窓 

魯

　
　

雪
つ
も
り
て
や
遠
き
梅
か
香 

河

　

仙
台
の
木
綿
附
出
す
男
と
も 

浩

　
　

と
く
と
お
し
ゆ
る
道
明
寺
道 

芝

　

山
梔
子
の
と
へ
と
こ
た
え
も
泣
ふ
し
て 

洲

　

  

針
の
莚
の
う
き
世
て
ハ
有 

台

　

初
嵐
巫
峡
の
夜
半
の
猿
の
声 

河

　
　

雲
を
お
ひ
つ
ゝ
落
か
け
の
月 

魯 

」

　

と
びマ

マ

ろ
く
に
先
手
の
勢
を
競
ハ
せ
て 

河

　
　

背
高
き
法
師
小
松
か
な
く
る 

芝

　

し
つ
か
さ
や
冨
士
の
根
方
の
鶴
の
声 

魯

　
　

筧
ほ
そ
り
て
夜
の
明
る
な
り 

洲

　

敷
島
の
冥
加
あ
り
け
る
夢
の
告 
河

　
　

宗
祇
の
駒
の
門
に
い
な
ゝ
く 
浩

　

花
二
木
初
あ
り
又
終
あ
り 

台

　
　

三
月
中
の
四
日
五
日
過
く 

芝

⑦
「
朝
熊
や
」
の
巻　
　

半
歌
仙
（
安
永
八
年
）（
わ
九
九
四
・
五
〇
・
三
・
七
）　　

　
　
　

九
月　

名
古
屋
連
衆
於
箕
亭
興
行

　

朝
熊
や
嵐
の
微
雨
の
秋
を
描
く 

午
窓

　
　

月
は
五
日
の
は
つ
雁
の
前 

士
朗 

」

　

詩
百
篇
新
酒
一
斗
を
傾
ケ
て 

南
河

　
　

焚
火
に
ち
か
く
古
藁
に
座
し 

宰
馬

　

と
や

く
と
網
引
を
分
る
門
の
声 

逸
漁

　
　

華
お
ふ
か
た
に
合
歓
の
朝
明 

閭
毛

　

背
負
た
る
宿
直
袋
を
と
り
落
し 

蘿
父

　
　

主
殿
の
祖
父
の
行
違
ひ
罵
る 

暁
台　

　

風
あ
る
ゝ
星
の
光
の
師
走
前 

滄
洲

　
　

手
く
り
に
転
し
出
す
木
綿
荷 

逸

　

大
坂
や
人
気
す
な
ほ
に
又
強
し 

毛

　
　

菊
の
祝
ひ
に
替
る
盃 

父 

」

　

月
の
色
水
に
う
つ
さ
は
消
ぬ
ら
ん 

朗

　
　

風
ひ
や

く
と
こ
ゝ
ろ
よ
き
暮 

河

　

古
恋
を
語
れ
ハ
う
れ
し
涙
に
て 

 

馬

　
　

夢
の
う
き
世
も
の
ひ
る
玉
の
緒 

洲

　

花
こ
ゝ
に
咲
そ
め
て
見
れ
は
花
の
雲 

台

　
　

朱
簾
先
捲
け
方

く
の
春 

窓

　
　
　
　
　
　
　

末
乱
興

⑧
「
遠
山
や
」
の
巻　

半
歌
仙
（
天
明
元
年
）（
わ
九
九
四
・
五
〇
・
三
・
八
）

　
　
　

同
（
八
月
）
五
日
中
寺
町
明
善
院
興
行

　

遠
山
や
身
を
う
ち
つ
け
て
風
の
雁 

周
暁
子
一
名

挙

　
　

里
は
雨
間
を
い
そ
く
稲
苅 

漁

　

有
明
の
月
に
小
橋
の
水
ま
し
て 

秋
江

　
　

酢
売
の
こ
け
し
匂
ひ
な
り
け
り 

挙

　

将
棋
盤
し
ま
へ
は
店
の
人
は
散 

楚
竹

　
　

調
市
あ
か
り
の
お
と
な
ふ
る
顔 

江

　

結
納
の
酒
ひ
ら
き
す
る
朔
日
に 

漁

　
　

咳
か
ゝ
り
た
る
鉢
の
寒
菊 

竹

　

う
つ
ゝ
な
き
佛
子
の
さ
き
の
冬
の
蝿 

挙

　
　

も
の
ゝ
気
去
リ
し
女
目
を
あ
く 

漁

　

う
か
り
け
る
暁
を
今
宵
待
か
ね
て 

南
河

　
　

気
比
の
浜
手
に
船
よ
ハ
ふ
月 

挙 

」

　

秋
の
色
旅
の
あ
ハ
れ
の
お
も
し
ろ
く 

江
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四
一

　
　

芋
に
喰
あ
く
此
五
六
日 

河

　

も
の
こ
と
に
き
ま
り
の
つ
か
ぬ
新
名
主 

竹

　
　

若
艸
生
ひ
し
水
損
の
跡 

漁

　

な
と
て
こ
ハ
花
に
鉋
打
気
疎
し
や 

挙

　
　

春
日
の
と
か
に
牛
の
ニ
レ
噛
ム 

江

　
　
　
　
　
　
　

末
さ
ハ
り
あ
り
て
止

⑨
「
聞
し
る
や
」
の
巻　

歌
仙
（
天
明
三
年
）（
わ
九
九
四
・
五
〇
・
五
・
一
））

　
　

正
月
十
九
日
会

　
　
　
　

歌
仙

弥
生
の
桜
ハ
十
五
丁
に
余
り
あ
り
。
け
ふ
の
桜
ハ
」
八
町
に
た
ら
す
と
な

む
。
興
情
恋
々
大
盃
を
」
引
う
け
て
前
山
の
雲
を
幽
望
す
。

　

聞
し
る
や
雨
烟
る
方
の
花
二
樹 
士
朗

　
　

田
螺
の
声
の
幽
な
る
暮 
南
河

　

判
形
の
入
木
に
村
の
春
留
ミ
て 

幾
望 
」

　
　

今
と
し
も
あ
た
る
綿
の
買
置 

逸
漁

　

気
さ
き
よ
き
人
を
振
舞
月
の
前 

暁
台

　
　

秋
の
池
水
菱
拾
ひ
来
る 

朗

　

呉
ウ

の
国
は
東
は
つ
れ
の
田
舎
う
た 

望

　
　

駅
路
の
鈴
の
す
め
る
明
方 

河

　

新
枕
噺
の
絶
て
恥
す
か
し
き 

漁

　
　

肘
の
か
ゆ
き
も
折

く
ハ
憂 

台

　

柵
檀
の
花
し
め
り
す
る
う
す
曇 

朗

　
　

御
蔭
祭
の
供
奉
に
さ
ら
れ
る 

河

　

内
職
の
さ
け
緒
組
手
の
は
か
と
ら
す 

望 

」

　
　

風
呂
に
は
く
れ
て
寒
き
宵
月 

漁

　

た（
２
）

か
べ
啼
水
面
も
の
な
き
外
廓 

台　

　
　

毎
と
の
馬
を
責
る
前
髪 

朗

　

時
行
出
の
足
利
染
に
黒
羽
織 

河

　
　

雨
ハ
夜
晴
の
あ
し
だマ

マ

引
つ
る 

望

　

莟
ナ
ヲ

か
ら
破
り
て
も
見
た
き
牡
丹
畑 

台

　
　

ミ
や
びマ

マ

こ
ゝ
ろ
の
春
を
欲
ぼマ

マ

る 

朗

　

き
さ
ら
き
や
局
中
間
の
品
さ
た
め 

河

　
　

ひ
く
き
行
燈
の
影
お
ほ
ろ
也 

望

　

丁
つ
か
ひ
き
れ
て
屏
風
の
片
開
キ 

漁

　
　

い
や
し
め
ら
れ
て
名
乗
口
お
し 

台 

」

　

大
樹
寺
の
戸
に
打
つ
け
し
太
刀
の
鞘 

朗

　
　

雪
降
し
き
る
酔
の
さ
め
く
ち 

河

　

声
遠
く
野
す
ち
に
登
る
川
千
鳥 

望

　
　

灯
火
見
ゆ
る
鳥
羽
殿
の
亭 

河

　

け
ふ
の
月
御
妾
迯
し
沙
汰
あ
り
て 

朗

　
　

男
さ
か
り
を
露
の
ぬ
れ
衣 

望

　

徒
ナ
ウ

然
の
教
化
身
に
入
秋
な
れ
や 

河

　
　

犬
ハ
や
す

く
椽
に
産
す
る 

漁

　

水
の
後
ト
北
本
庄
ハ
荒
れ
に
け
り 

台

　
　

松
火
な
を
焚
星
の
明
ほ
の 

朗

　

雉
子
追
の
き
じマ

マ

見
失
ふ
花
の
陰 

台 

」

　
　

山
吹
咲
る
滝
の
元
す
ゑ 

漁

⑩
「
日
頃
に
く
き
」
の
巻　

歌
仙
（
安
永
期
以
降
）

　

日
頃
に
く
き
烏
も
雪
の
旦
哉 

（
芭
蕉
）

　
　

枯
木
た
ふ
れ
し
木
か
ら
し
の
後 

暁
台

　

命
な
り
二（

破

レ

ア

リ

）

と
せ
同
じ
道
こ
え
て 

維
駒
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四
二

　
　

か
つ
き
も
の
を
も
取
お
く
れ
た
る 

ゝ

　

む
し
は
ミ
ての

屏
風
ほ
つ
る
ゝ
月
の
宿 

台

　
　

鼠
の
笑
ふ
秋
の
わ
ひ
し
ら 

仝

　

雨
つ
れ

く
菊
の
御
宴
も
過
け
ら
し 

駒

　
　

け
ふ
の
恥
め
に
入
道
を
せ
む 

台

　

あ
た
に
や
は
書フ

ミ

よ
む
女
忘
れ
か
ね 

 

駒

　
　

檀マ
ユ
ミ

は
や
し
を
出
は
つ
れ
の
里 

台

　

蝉
な
ら
ぬ
声
も
交
リ
て
蝉
の
声 

駒

　
　

昼
寐
の
夢
や
白
雲
に
入 

仝

　

月
の
秋
一
万
俵
の
利
に
わ
か
れ 

台

　
　

萩
の
葛カ

サ
イ西

に
鯉
を
切
ラ
せ
て 

仝

　

鎧
着
て
筆
と
る
露
の
硯
水 

駒

　
　

め
て
た
き
髯
に
ふ
る
ゝ
春
風 
仝

　

き
さ
ら
き
も
半
暮
行
法
の
花 
台

　
　

狐
格
子
に
柳
す
ん
こ
り 

仝 
」

　

う
き
人
に
し
ハ
か
れ
声
を
聞
し
ら
れ 

駒

　
　

狂
哥
を
書
て
も
と
る
羅 

ゝ

　

笋
の
皮
降
お
と
す
さ
は
ら
雨 

台

　
　

け
ふ
も
無
常
を
積
し
灰
山 

ゝ

　

も
ろ
こ
し
へ
金
投
へ
く
思
け
り 

駒

　
　

博
士
を
近
く
舟
へ
呼
よ
せ 

ゝ

　

鶴
（
３
）

の
声
時
に
第
二
の
絃
き
れ
て 

台　

　
　

神
の
暁
風
も
吹
冴

エ 

仝

　

す
さ
ま
し
く
草
に
か
く
る
ゝ
霜
の
月 

駒

　
　

酒
ね
だマ

マ

る
な
る
奈
良
法
師
た
ち 

仝

　

ね
た
む
事
あ
れ
ハ
や
色
に
見
え
ぬ
ら
ん 

台

　
　

玉
の
す
た
れ
も
憂
日
あ
り
け
り 

仝

　

く
も
り
か
ち
に
暮
行
か
た
の
蜘
の
糸 

駒

　
　

お
も
た
き
石
を
荷
せ
て
来
る 

ゝ

　

他
阿
弥
陀
を
袖
に
す
か
り
て
歎ナ

キ

と
ゝ
め 

台

　
　

あ
は
れ
む
き
粉
と
詠ヨ

マ

れ
け
る
に
や 

ゝ

　

百
年
の
む
か
し
を
見
れ
は
花
に
ほ
ふ 

駒

　
　

春
の
行
衛
も
尽
ぬ
道
芝 

ゝ

⑪
「
冬
枯
の
」
の
巻　

歌
仙
（
天
明
期
～
寛
政
三
年
）（「
羅
城
俳
諧
書
留
」） 

　

冬
枯
の
木
影陰

に
も
そ
ふ
心
か
な 

羅
城

　
　

閼
伽
の
水
の
む
鳥
の
寒
け
き 

士
朗

　

半
月
に
旦
の
雲
を
く
り
出
し
て 

周
挙

　
　

露
置
笠
の
裏
書
を
す
る 

松
人

　

二
人
し
て
新
酒
四
五
升
呑
尽
し 

閭
毛

　
　

ま
た
風
う
ら
の
白
き
汐
告 

岱
青

　

這
出
る
や
う
に
見
え
た
る
三
保
の
松 

紀
鳳

　
　

空
ぬ
れ

く
と
夏
の
曙 

城

　

ち
か
ら
な
き
か
た
み
の
筥
を
手
に
す
ゑ
て 

朗

　
　

香
を
炷
こ
め
其
家
を
の
く 

挙

　

人
を
背
に
乗
う
と
啼
か
鶴
の
声 

人

　
　

海
上
千
里
秋
を
し
る
朝 

毛

　

月
満
る
匂
ひ
餘
り
を
一
あ
ら
し 

青

　
　

桑
荷
ひ
こ
む
大
門
の
雰 

鳳

　

盗
れ
し
牛
の
こ
ろ

く
も
と
り
来
て 

城

　
　

甲
斐
の
軍
の
ま
た
止
ぬ
さ
た 

朗

　

弦
売
と
花
の
御
坂
を
つ
れ
に
な
り 

 

挙

　
　

春
雨
あ
た
ら
妹
か
ふ
り
袖 

人 

」
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四
三

　

帰
る
鴈
恋
し
き
方
を
鳴
や
ら
ん 

岳
輅

　
　

餘
り
肥
た
る
麦
畠
を
な
ぐマ

マ 

青

　

間
の
か
ハ
り
に
渋
き
酒
く
み
て 

毛

　
　

よ
そ
よ
り
早
く
燈
を
と
ほ
し
け
り 

城

　

か
り

く
と
底
き
し
る
な
り
高
瀬
舟 

鳳

　
　

一
か
た
ま
り
に
御
講
参
り
の 

挙

　

薄
雪
に
紅
葉
は
さ
ま
る
石
の
間 

朗

　
　

ま
た
宵
な
か
ら
千
鳥
啼
月 

輅

　

我
先
に
荷
ふ
若
さ
の
送
り
鯛 

人

　
　

遊
女
の
駕
の
早
き
町
中 

毛

　

落
る
泪
恋
し
き
人君

に
ふ
ま
せ
た
き 

青

　
　

鉦
の
緒
切
れ
て
へ
つ
た
り
と
こ
け 

鳳

　

稲
妻
の
中
よ
り
出
た
か
時
鳥 
城

　
　

ま
つ
気
色
立
膳
所
の
涼
風 
朗

　

筆
買
に
智
月
か
供
を
は
し
ら
せ
て 

挙

　
　

草
の
や
う
な
る
松
を
曵
也 

人

　

明
に
大
悟
す
一
百
由
旬
花
の
ふ
る 

輅

　
　

濁
り
な
く
な
る
冴
解
の
水 

青

（
注
）１　

『［
月
次
俳
諧
］
松
』
の
安
永
三
年
の
最
後
尾
に
、
こ
の
五
十
韻
と
同
じ
連
衆
に
よ

る
別
案
の
一
巡
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
省
略
す
る
（
発
句
と
脇
の
み
同
案
）。

２　

頭
注
の
形
で
「
鴨
の
事
也
」
と
記
す
。

３　

句
が
張
り
紙
で
訂
正
さ
れ
た
痕
跡
が
う
か
が
え
る
。

［
付
記
］本
稿
は
科
学
研
究
費
（
基
盤
研
究
（
C
）
課
題
番
号: 24520245

）
お
よ
び
学
術

研
究
振
興
資
金
に
よ
る
助
成
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
、
綿
屋
文
庫
「
逸
漁
文
庫

俳
諧
資
料
集
」
所
収
の
暁
台
一
座
の
連
句
に
つ
い
て
翻
刻
（
該
当
冊
子
の
部
分
翻
刻
）

を
ご
許
可
く
だ
さ
っ
た
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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